
12月18日（日）
主催　吹田住民団体（運動）交流懇談会／吹田市労働組合連合会／大阪自治体問題研究所
お問い合わせ先　市政研実行委員会　〒564-0041　吹田市泉町1-3-40 吹田市職労気付　TEL 06-6386-4428  FAX 06-6386-4434お問い合わせ先　市政研実行委員会　〒564-0041　吹田市泉町1-3-40 吹田市職労気付　TEL 06-6386-4428  FAX 06-6386-4434
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学び合おう！
語り合おう！

市民が主人公の
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資料代：500円／保育あり（事前に申し込みが必要です）　●弁当が必要な場合は申し込んでください　700円（お茶付き）資料代：500円／保育あり（事前に申し込みが必要です）　●弁当が必要な場合は申し込んでください　700円（お茶付き）
手話が必要な方は申し込んでください手話が必要な方は申し込んでください

10:00～
16:00

大和大学 吹田市片山町２丁目５番１号

メインスピーカー
安原　邦博さん

プログラム

10:00　開会
10:15　記念フォーラム
11:45　基調報告
13:00　分科会
16:00　終了予定

あすわか（明日の自由を守る
若手弁護士の会）

記
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フ
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「保育園に子どもが入れないのは憲
法違反じゃないの？」「職業選択の自
由があるのに、就職できないのはな
ぜ？」「介護の仕事をしているが、
もっと充実した介護にしたい」…
私たちのくらしや仕事に、憲法で保
障された様々な権利が関わっている
ことをご存知でしょうか。
フォーラムでは、安原邦博弁護士を
囲んで、くらしや仕事の上での問題
を、わいわいがやがやトーク。

年越し派遣村で、数百人もの方々が職を失
い、家も失くして寒空に放り出されている姿
に衝撃を受け、弱者を助けられる弁護士の道
に進み、「あすわか」の一員に。憲法カフェな
ど熱心に活動。「くらしや仕事に憲法がどう活
かせるか」わかりやすく語ります。

年越し派遣村で、数百人もの方々が職を失
い、家も失くして寒空に放り出されている姿
に衝撃を受け、弱者を助けられる弁護士の道
に進み、「あすわか」の一員に。憲法カフェな
ど熱心に活動。「くらしや仕事に憲法がどう活
かせるか」わかりやすく語ります。
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第34回吹田まちづくり･くらし･市政を考える研究集会申込書
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連

（TEL　　　　　　　　　　　　　　　）

申込みしめきり　12月11日

参加をご希望の方は、下記の申込書にご記入のうえFAXまたはEmailにて申し込んでいただくことができます

申込み先　市政研実行委員会 FAX：06-6386-4434
Email:suita-shirouren60@y9.dion.ne.jp

プレ企画・分科会のご案内

「詰め込み」など、保育の質を落とさずに保育所・
学童保育の待機児問題を解決する方法を考えませ
んか。障害のある子、発達が気になる子、どの子も
育ちが保障される「吹田の仕組み」を検証しませ
んか。行政も市民もいっしょに考え、安心して子育
てできる吹田をつくりましょう。

助言者　杉山　隆一さん（佛教大学特任教授）

2 子ども・子育てを考える分科会

安心して子育てできる吹田を

社会保障制度の「自助」「共助」への変質や「我が事・
丸ごと地域共生社会」での住民の「互助」など、さら
なる後退が懸念される「公的責任」。制度改悪によ
る影響や課題とこれからの高齢者・障害者を支える
地域のあり方や吹田市の役割について考えます。

助言者　濱岡　政好さん（佛教大学名誉教授）

3 高齢者と障害者の福祉を考える分科会
高齢者・障害者を支える
地域づくりと公的責任を考える

4 地域経済と雇用を考える分科会
ヒト・カネ・モノの
地域循環を

企業誘致の「成長戦略」で地域経済は良くなるの
でしょうか。吹田市の産業振興条例はヒト・カネ・モ
ノを地域に循環させ、にぎわいのまちをつくる大
きな可能性をもっています。官公需の力、福祉の
力、雇用の力、中小企業の力、消費者の力を地域経
済振興に結びつける可能性を考えます。

助言者　岩根　良さん（吹田自治都市研究所）

「子どもには力がある」と西成で、自立援助ホーム
を永年運営している荘保共子さんの経験してきて
いる話をもとにして、吹田での学校や保育園へ行
けない子どもたちなど現状を知り、就学援助制度
や学習支援教室、学校でのソーシャルワーカーの
取り組みなど子どもたちの貧困問題を考え、子ど
もたちの力を出していけるまちに向かっての取り
組みを考えます。

助言者　荘保　共子さん（ＮＰＯ法人こどもの里　理事長）

5 「こどもの貧困」を考える分科会
子どもたちを信じて

互いに力を出し合えるまちへ

テーマ

テーマ

テーマ
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自分の家を前にしながら、次の余震を恐れて避難
所へ行かずに車の中で過ごした人たちが多かっ
た熊本の震災。ボランティアとして現地避難所を
経験してきた人たちの報告も受けながら、避難所
の運営や吹田での災害時の要支援者（お年寄り
や障害者）の救済をどうしたらいいのかを話し合
います。

１ 防災のまちづくりを考える分科会
要支援者に対応できる
防災のまちへテーマ

午前の講演 午後の分科会□参加する
□参加しない

□ 第1分科会
□ 第4分科会

□ 第2分科会
□ 第5分科会

□ 第3分科会

□ 要保育

　　 歳

□ 

　要手話

弁当 □必要
□不要

日時：12月3日（土）　14時15分～16時30分
場所：内本町コミュニティーセンター

講演　「医療特区ってなに？
　　　　地域医療はどうなる？　市民病院はどうなる？」

講　師　武村　義人さん（兵庫県保険医協会副理事長）

～先進例・神戸医療産業都市の
経験から見えてくるもの

プレ企画 医療産業都市とはなにか？
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